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 本研究は、本邦総合病院や小児科の入院患者を対象に行われた ADE および
エラーに関する研究（JADE-Study）の一環として行われ、ADE およびエラ
ーの定義や調査の方法についても同一のものを用いた。精神科病院と大学病
院の 2 病院（精神科病床数合計 438 床）にて、2010 年 4 月 1 日から 2011 年









可能な ADE、偶発的または医療者の阻止により ADE が発生しなかったもの
を潜在的 ADE と定義し、これらの発生数についても調査した。 




が同定され、1000 患者入院日あたり、および 100 入院あたりの発生頻度を調
べた。ADE とエラー判定の評価者間一致度はカッパ統計量を計算し、0.43-
0.96 と評価者間の一致度は良好であった。 
 448 人の患者、22733 入院日が調査対象となり、平均年齢は 56 歳（SD:22）
で、入院日数の中央値は 32 日（IQR 15-75）であった。1 段階目レビューで
1234 件のイベントが収集され、2 段階目レビューで 955 件の ADE と 398 件
のエラーが最終的に同定された。ADE とエラーの頻度は 1000 患者入院日あ
たり 42 件と 17.5 件、100 入院あたり 213 件と 88.8 件であった。ADE の重
症度は 29%が重大以上で、46.9%が抗精神病薬によるものであった。非向精
神薬による ADE は 16%だったが、予防可能な ADE に限れば 42%を占めた。 




 調査の結果、本邦精神科入院患者おける ADE およびエラー頻度は高く、同
一方法論による米国精神科病院および本邦総合病院入院患者を対象とした研












 本研究の限界として、1 大学病院と 1 精神科病院の合計 2 病院のみを対象
に調査を行ったためデータソースが限定的であり、また調査の過程で取り漏
らした ADE やエラーがある可能性があるが、現行で最も確からしい方法を用
い、広汎な精神科治療状況での調査を行っていることから、本研究結果は現
時点で最も現場の状況を確からしく反映しているであると考えられる。 
 
